
農
地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案
及
び
農
業
の
構
造
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議 

農
業
の
生
産
性
を
高
め
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
な
農
業
生
産
を
行
っ
て
い
く
た
め
、
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
と
農
地
の

集
約
化
を
一
層
加
速
化
し
、
農
業
へ
の
新
規
参
入
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
併
せ
て
、
農
業
経
営
所
得
の

安
定
・
向
上
、
農
村
の
活
性
化
と
そ
の
持
続
的
発
展
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

よ
っ
て
政
府
は
、
両
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
の
実
現
に
万
全
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。 

一 

農
地
中
間
管
理
機
構
が
十
分
に
機
能
し
、
農
地
の
集
積
・
集
約
化
の
成
果
を
あ
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
に
お
け
る
農

業
者
の
徹
底
し
た
話
合
い
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。 

こ
の
た
め
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
作
成
及
び
そ
の
定
期
的
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
従
来
以
上
に
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
。

農
地
中
間
管
理
機
構
は
人
・
農
地
プ
ラ
ン
が
策
定
さ
れ
て
い
る
地
域
に
重
点
を
置
く
と
と
も
に
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
内
容

を
尊
重
し
て
事
業
を
行
う
こ
と
と
す
る
こ
と
。 

ま
た
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
と
関
連
す
る
各
種
予
算
措
置
に
つ
い
て
も
、
適
切
に
確
保
す
る
と
と
も
に
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン

の
よ
り
円
滑
な
実
施
を
図
る
た
め
の
必
要
な
法
制
上
の
措
置
の
在
り
方
に
つ
い
て
遅
滞
な
く
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基

づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。 

二 

農
地
の
集
積
・
集
約
化
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
耕
作
者
自
ら
に
よ
る
農
地
の
所
有
が
果
た
し
て
き
て
い
る
重
要
な
役

割
も
十
分
踏
ま
え
、
耕
作
者
の
地
位
の
安
定
を
図
る
観
点
か
ら
、
長
期
に
わ
た
り
耕
作
し
な
い
不
在
地
主
に
よ
る
農
地
所
有

を
耕
作
者
自
ら
に
よ
る
農
地
所
有
へ
と
誘
導
す
る
た
め
の
施
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

三 

農
地
中
間
管
理
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
農
地
法
に
基
づ
く
権
利
移
動
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
く
利

用
権
設
定
等
既
存
の
仕
組
み
と
の
連
携
を
密
に
し
、
相
互
に
補
完
す
る
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
地
の
出
し
手
・



受
け
手
双
方
が
利
用
し
や
す
く
、
実
効
あ
る
仕
組
み
と
す
る
こ
と
。 

四 
農
地
中
間
管
理
機
構
が
成
果
を
あ
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
農
地
中
間
管
理
機
構
が
自
立
的
に
活
動
で
き
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
こ
の
た
め
、
国
の
効
果
的
・
効
率
的
な
財
政
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
地
方
の
負
担
は
必
要
最
小
限
と
す
る
こ
と
。 

五 

農
地
中
間
管
理
機
構
に
よ
る
農
地
の
貸
付
先
決
定
ル
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
借
受
希
望
者
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て
公
平
・
適

切
に
調
整
す
る
と
と
も
に
、
地
域
農
業
と
の
調
和
及
び
そ
の
健
全
な
発
展
に
資
す
る
も
の
と
な
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
。 

特
に
、
既
に
効
率
的
・
安
定
的
な
経
営
を
行
っ
て
い
る
農
業
者
の
経
営
の
発
展
に
支
障
を
与
え
な
い
よ
う
に
十
分
留
意
す

る
こ
と
。 

六 

中
山
間
地
域
等
の
条
件
不
利
地
域
に
お
い
て
農
地
中
間
管
理
事
業
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
農
地
の
受
け
手
が
不
足

す
る
等
平
坦
地
と
の
格
差
を
考
慮
し
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
と
連
携
す
る
な
ど
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
事
業
展
開

が
可
能
と
な
る
よ
う
措
置
す
る
こ
と
。 

七 

市
町
村
は
、
農
地
中
間
管
理
機
構
よ
り
農
用
地
利
用
配
分
計
画
の
案
の
作
成
・
提
出
等
の
協
力
を
求
め
ら
れ
る
等
農
地
中

間
管
理
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
鑑
み
、
い
ず
れ
の
市
町
村
に
お
い
て
も
、
地
域
の
実
情
に

即
し
つ
つ
、
農
地
の
出
し
手
・
受
け
手
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
事
業
実
施
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
農
地
中
間
管
理
機
構
と
市
町
村

及
び
市
町
村
相
互
の
協
力
・
連
携
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。 

そ
の
際
、
市
町
村
は
、
農
地
の
所
在
、
所
有
者
等
の
情
報
を
把
握
し
て
い
る
農
業
委
員
会
の
意
見
聴
取
を
基
本
と
す
る
よ

う
運
用
す
る
こ
と
。
ま
た
、
法
定
化
さ
れ
る
農
地
台
帳
等
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
公
開
ル
ー
ル
は
他
の
法
定
台

帳
の
取
扱
い
ル
ー
ル
を
参
考
と
す
る
等
個
人
の
権
利
関
係
に
留
意
す
る
こ
と
。 

八 

農
地
中
間
管
理
事
業
に
よ
る
農
地
の
利
用
集
積
に
際
し
て
は
、
農
地
の
出
し
手
と
受
け
手
の
掘
り
起
こ
し
と
マ
ッ
チ
ン
グ

が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
地
域
の
農
地
・
農
業
事
情
に
精
通
し
、
こ
う
し
た
地
道
な
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
の
で
き

る
人
材
の
確
保
・
育
成
に
十
分
な
支
援
を
行
う
こ
と
。 



九 

地
域
農
業
に
お
け
る
集
落
営
農
の
役
割
の
重
要
性
に
鑑
み
、
集
落
営
農
が
農
地
の
受
け
手
と
し
て
積
極
的
に
経
営
展
開
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
法
人
化
を
は
じ
め
、
そ
の
活
性
化
に
向
け
た
支
援
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

十 

都
道
府
県
に
一
を
限
っ
て
指
定
さ
れ
た
農
地
中
間
管
理
機
構
は
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
他
の
農
地
中
間
管
理
機
構
と
情
報

の
共
有
化
等
の
連
携
を
図
る
こ
と
。 

十
一 

農
地
中
間
管
理
機
構
が
借
り
受
け
た
農
地
に
つ
い
て
、
所
有
者
の
変
更
や
権
利
制
限
に
係
る
事
由
が
発
生
し
た
場
合
等

に
お
い
て
、
農
地
中
間
管
理
機
構
が
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

十
二 

農
協
及
び
そ
の
出
資
法
人
に
つ
い
て
も
、
農
地
流
動
化
に
関
す
る
実
績
・
能
力
の
あ
る
と
こ
ろ
は
、
農
地
中
間
管
理
機

構
が
委
託
す
る
こ
と
に
よ
り
、
機
構
の
事
業
ル
ー
ル
に
即
し
て
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
。 

十
三 

農
地
中
間
管
理
機
構
は
、
農
地
の
生
産
性
を
上
げ
て
い
く
観
点
か
ら
、
大
区
画
化
等
の
利
用
条
件
の
改
善
を
適
切
に
進

め
る
こ
と
。 

ま
た
、
農
地
中
間
管
理
機
構
を
介
し
て
集
積
・
集
約
化
さ
れ
た
土
地
は
農
業
生
産
の
た
め
の
公
共
財
と
し
て
の
性
格
を
強

め
る
の
で
、
土
地
改
良
法
等
に
基
づ
く
事
業
費
の
負
担
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
早
急
に
検
討
す
る
こ
と
。 

十
四 

農
林
水
産
大
臣
は
、
農
地
中
間
管
理
事
業
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
全
国
的
な
見
地
か
ら
評
価
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、

農
地
及
び
農
業
経
営
を
め
ぐ
る
多
様
な
状
況
を
き
め
細
か
く
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
農
地
の
集

積
・
集
約
化
の
取
組
が
助
長
さ
れ
る
よ
う
留
意
す
る
こ
と
。 

併
せ
て
、
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業
に
つ
い
て
、
農
地
中
間
管
理
事
業
と
の
適
切
な
役
割
分
担
・
相
互
補
完
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
そ
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
評
価
・
検
証
を
行
い
、
優
良
な
取
組
事
例
の
紹
介
と
全
国
展
開
に
努
め
る
こ
と
。 

十
五 

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
・
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
産
業
競
争
力
会
議
・
規
制
改
革
会
議
等
の
意
見
に
つ
い
て
は
参
考
と
す
る
に
と

ど
め
、
現
場
の
実
態
を
踏
ま
え
現
場
で
十
分
機
能
す
る
も
の
と
な
る
こ
と
を
第
一
義
と
し
て
、
制
度
の
運
用
を
行
う
こ
と
。 

 
 

右
決
議
す
る
。 


